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清流通信　四万十川物語

■鮎漁解禁

　今年も鮎のシーズンが始まった。
四万十川においては家地川ダムを境
に上流部が 5 月 15 日、下流部は 6
月 1 日に解禁される。
　清流通信 243 章でも紹介したよう
に、近年、高知の鮎は危機的状況に
あると言われており、ここ数年、四
万十川でも不漁が続いていた。今年
の鮎はどうなのだろうか。
　実は、今年は稀にみる豊漁の年だ
と言われている。稚鮎の回帰率が良
い、魚影が濃い、食み跡が多くみら
れるといった話が聞かれ、随分前か
ら流域が盛り上がっていた。確かに
素人目にも魚影の濃さや食み跡が確
認でき、あの群れの多さを見ると、
なんだか私でも簡単に釣れるのでは
ないかと思ってしまうほどである。

　待ちに待った上流部の解禁初日。
県内外から多くのファンが訪れ、鮎
釣りを楽しむ様子が見られた。釣果
は上々で、中土佐町大野見地区のあ
る場所では５分に１匹のペースで鮎
がかかるほどであった。大きさも
18 ㎝級のものが確認でき、形も色
も美しい。獲れた鮎は漁協が買い取
り、早速東京へ出荷された。
　下流域では、６月の解禁に先立っ
て漁協による”試し釣り”が行われた。
昨年と比較してどうなのか、それが
どう分析されていくのか等について
は詳しく把握できていないのだが、
結果としては、試し釣りで獲れた鮎
は 50 匹というデータがあがってい
た。そのうち、17 ㎝から 18 ㎝のも
のが 16 匹、14 ㎝から 16 ㎝のもの

が 27 匹、13 ㎝以下のものが 7 匹で、
冷水病は見受けられていない。これ
から大きくなる鮎が多数いることが
分かり、下流域の解禁がますます楽
しみになった。
　不漁続きだった四万十の鮎。今年
は豊漁の予感がしているが、残念な
がらその理由は特定できていない。
安定した鮎資源の確保のためには、
やはり観察とデータ収集、分析が必
須である。それらの効果的な手法を
知り、流域が一丸となって鮎資源の
確保と再生に取り組めるよう、我々
四万十川財団も働きかけていきた
い。
　
　

↑解禁初日、中土佐町で獲れた鮎↑釣りの様子



水質調査を行いました。

　

　5 月 23 日、四万十町立田野々小学校の児童 11 名と水質調査を行
いました。” 身近な川の環境について学習したい” と依頼を受け、学
校の目の前を流れる梼原川で水生生物を指標とした調査を実施。事
前の座学では、調査の意義と方法、観察できる水生生物について学
習しました。この小学校の児童は普段から川虫をエサに釣りを楽し
んでいるようで、どの虫が針にかけやすいか、魚が喰いつきやすい
かといった話も交えながら楽しく授業を進めることができました。
　川での調査では、各自網とバケツを持って石をはぐりながら水生
生物を採取。流れの緩急で採取できる生物が違ったり、石の陰に隠
れている生物やへばりついて離れない生物など違いを確かめながら
調査を行いました。
　採取した水生生物は種類ごとに分けて記録。今回の調査では、ヘ
ビトンボ、カワゲラ、ナガレトビケラなど 12 種類の水生生物が見
つかり、四万十川清流基準調査に基づくと水質階級Ⅰと最高ランク
の判定となりました。
　子ども達にとっては今回の調査も十分楽しい川遊びのひとつの
だったようで、保護者の方とまた遊びに来たいという嬉しい声が聞
こえてきました。

イベント情報

　今年で 14 回目を迎えるホタルまつりＩＮ森の巣箱。幕末維新博
で大活躍の土佐おもてなし海援隊が登場！
　山の中の小さな廃校を活用した施設「森の巣箱」。日本の原風景が
色濃く残る津野町床鍋地区でなんだか懐かしくて、熱い夜を過ごし
ませんか ?

-------------------------------------- スケジュール ----------------------------------------
16：00　オープニング
16：10　環境作品の表彰式
16：30　マジックショー（中央高等学校）
17：10　ダンス（高知リトルプレイヤーズシアター）
18：00　ミニ公演（土佐おもてなし海援隊）
18：25　ライブ（豆電球 & ありさ）
19：15　民舞「あゝ虎太郎」（輪の会北川支部）
19：30　公演（土佐おもてなし海援隊）
20：00　ほたる観賞

■第 14回　ホタルまつり IN森の巣箱


